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も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
の�

�

全
国
展
開
を
／
金
属
労
協

国
家
レ
ベ
ル
で
カ
イ
ゼ
ン
運
動

を
展
開

　

も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
と
は
、

も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
改
善
活
動
を
国

家
レ
ベ
ル
で
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
域

の
産
業
支
援
機
関
な
ど
が
受
け
皿
と
な
り
、

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
な
ど
も
参
加
し
て
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
Ｏ
Ｂ
人
材
な
ど
の
再
教

育
を
行
う
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
る
。
ス

ク
ー
ル
で
養
成
し
た
Ｏ
Ｂ
人
材
（「
カ
イ
ゼ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」）
を
、
中
堅
・
中

小
企
業
に
派
遣
し
て
、
カ
イ
ゼ
ン
指
導
し
て

も
ら
う
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

中
堅
・
中
小
企
業
の
な
か
に
は
、
カ
イ
ゼ

ン
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、
外
部
の
支
援

を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
う
し
た

企
業
で
は
、
実
際
に
カ
イ
ゼ
ン
活
動
を
導
入

す
る
と
、
短
期
間
で
収
支
が
安
定
す
る
場
合

が
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
大
企
業
な
ど
の
Ｏ
Ｂ
人
材
に
は
、

カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
経
験
が
豊
富
な
者
も
少
な

く
な
い
。
し
か
し
、
指
導
方
法
が
企
業
特
殊

的
で
「
共
通
言
語
化
」
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
多
く
、
そ
う
し
た
人
材
を
指
導
層
と
し
て

活
用
す
る
に
は
、
指
導
方
法
を
い
か
に
「
汎

用
化
」
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
は
中
国
と
の
人
件
費
の
格
差

が
か
つ
て
の
二
〇
倍
程
度
か
ら
一
〇
倍
を
切

る
水
準
に
ま
で
下
が
っ
て
お
り
、
国
内
で
の

生
産
拠
点
の
位
置
付
け
を
見
直
す
企
業
の
動

き
も
み
ら
れ
る
。
経
済
産
業
省
で
は
、
カ
イ

ゼ
ン
運
動
に
よ
っ
て
国
内
も
の
づ
く
り
産
業

の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
空

洞
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
有
用
な
Ｏ
Ｂ
人
材

の
海
外
流
出
も
阻
止
で
き
る
と
み
る
。

す
で
に
四
地
域
で 

ス
ク
ー
ル
立
ち
上
げ

　

金
属
労
協
が
五
月
二
七
日
に
開
催
し
た

「
二
〇
一
五
年
度
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
を
担
当
す

る
同
省
の
製
造
産
業
局
参
事
官
室
・
菅
野
将

史
氏
が
参
加
し
、
同
施
策
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
ク
ー
ル
が
す
で
に
立

ち
上
が
っ
て
い
る
地
域
は
、
滋
賀
県
野
洲
市
、

新
潟
県
長
岡
市
、
山
形
大
学
、
群
馬
県
の
四

地
域
。
二
〇
一
五
年
度
で
の
立
ち
上
げ
を
検

討
し
て
い
る
地
域
が
、
茨
城
県
、
静
岡
県
な

ど
七
つ
以
上
あ
る
と
い
う
。

　

山
形
大
学
で
は
、
同
大
学
の
国
際
事
業
化

研
究
セ
ン
タ
ー
が
、「
地
域
も
の
づ
く
り
シ
ニ

ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
」
を

運
営
。
企
業
経
営
者
と
徹
底
的
な
対
話
を
す

る
と
と
も
に
、
現
場
で
の
見
え
る
化
を
追
求

し
て
い
る
。
同
ス
ク
ー
ル
の
卒
業
生
が
カ
イ

ゼ
ン
指
導
し
た
玉
澤
精
機
と
い
う
企
業
で
は
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
半
減
す
る
な
ど
の
改
善
効

果
が
あ
っ
た
。

　

群
馬
県
で
は
、「
群
馬
も
の
づ
く
り
改
善
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
運
営
。
二

〇
一
五
年
度
ま
で
に
二
二
人
の
企
業
Ｏ
Ｂ
、

五
九
人
の
現
役
人
材
が
講
座
を
修
了
し
た
と

い
う
。
講
座
を
終
え
た
企
業
Ｏ
Ｂ
は
、
県
内

の
中
小
企
業
に
派
遣
さ
れ
て
派
遣
先
企
業
の

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
一
方
、
現
役
人
材

は
、
自
社
に
戻
っ
て
現
場
カ
イ
ゼ
ン
を
担
当

す
る
。

一
五
年
度
予
算
と
し
て 

一
〇
億
円
を
確
保

　

経
済
産
業
省
で
は
、
カ
イ
ゼ
ン
事
業
も
含

む
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対
策

事
業
」
の
二
〇
一
五
年
度
予
算
と
し
て
一
〇

「
も
の
づ
く
り
産
業
」の
維
持
・
発
展
に
向
け
て

―
金
属
労
協
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
取
り
組
み

金属労協は「ものづくりを軸とした地方再生」をテーマにセ
ミナーを開いた（５月 27日）。（金属労協提供）

　

わ
が
国
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
二
割
を
製
造
業
が
占
め
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
技
術
を
生
み
だ
す
と
い
う
意
味
で
も
「
も
の
づ
く
り
産
業
」
の
維
持
・
発
展
は
今
後
も

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
は
、
国
内
へ
の
生
産
拠
点
の
回
帰
も
み
ら
れ
、
だ
か
ら

こ
そ
国
内
の
中
堅
・
中
小
企
業
の
生
産
性
の
改
善
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

経
済
産
業
省
で
は
も
の
づ
く
り
企
業
の
Ｏ
Ｂ
人
材
な
ど
を
活
用
し
て
、「
カ
イ
ゼ
ン
」
活
動
の

中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
移
転
を
目
的
と
す
る
「
も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
」
を
二
〇

一
五
年
度
か
ら
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
に
労
働
組
合
が
同
調
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。

金
属
関
連
の
五
つ
の
産
別
労
組
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
約
二
〇
二
万
人
）
は
、
今

年
度
の
政
策
・
制
度
課
題
の
重
点
項
目
に
こ
の
運
動
を
明
記
し
て
全
国
展
開
す
べ
き
だ
と
主

張
。
関
係
省
庁
な
ど
へ
の
要
請
活
動
も
行
う
。
一
方
、
金
属
労
協
の
加
盟
組
織
の
一
つ
で
あ

る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
工
業
高
校
な
ど
に
熟
練
技
能
者
を
派
遣
し
、
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
厚
生
労

働
省
の
委
託
事
業
を
今
年
三
月
末
で
や
り
終
え
た
。
技
能
指
導
へ
の
受
講
生
や
学
校
か
ら
の

満
足
度
は
高
く
、
受
講
し
た
高
校
生
の
就
職
活
動
に
も
好
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
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億
円
を
確
保
。
菅
野
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ

う
し
た
取
り
組
み
で
は
、
予
算
的
支
援
に
継

続
性
が
な
か
っ
た
こ
と
が
反
省
点
だ
と
指
摘

し
、
今
後
は
全
国
か
ら
モ
デ
ル
地
域
を
選
定

し
、
重
点
的
か
つ
継
続
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
も
含
め
、
幅
広
い
産
業
で
も
活
動
を
展

開
し
て
い
く
と
説
明
し
た
。

　

金
属
労
協
が
実
現
を
め
ざ
す
政
策
・
制
度

を
と
り
ま
と
め
た
「
二
〇
一
五
年
政
策
・
制

度
課
題
重
点
取
り
組
み
項
目
」
に
は
、
今
回

は
じ
め
て
「
も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運

動
の
全
国
展
開
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
金
属

労
協
で
は
「
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
全

国
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
」を
求
め
て
お
り
、

同
施
策
の
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。労

組
も
人
材
供
給
で
協
力
す
べ
き

　

金
属
労
協
の
政
策
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
た
、

山
形
大
学
の
「
地
域
も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
」
に
参
加

し
た
電
機
連
合
西
奥
羽
地
方
協
議
会
の
井
上

政
則
・
事
務
局
長
が
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え

て
講
演
し
た
。

　

井
上
氏
は
、「
も
の
づ
く
り
概
論
」、「
現
場

改
善
（
理
論
・
演
習
）」、「
現
場
改
善
実
習
」

で
構
成
さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
内
容
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
現
場
改
善
実

習
で
実
際
に
教
え
ら
れ
て
い
る
も
の
づ
く
り

現
場
の
流
れ
図
の
作
り
方
や
、
実
習
で
行
っ

た
作
業
分
析
調
査
結
果
と
そ
の
活
用
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

井
上
氏
は
、
カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
お
い
て
、

「
企
業
力
に
は
経
営
力
も
必
要
だ
が
、
最
後

は
従
業
員
の
や
る
気
と
忠
誠
心
が
重
要
だ
」

な
ど
と
強
調
。
従
業
員
の
能
力
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
制
度
整
備
（
人

事
制
度
、
人
財
力
、
組
織
力
な
ど
）
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
の
社
会
的

役
割
と
し
て
、
労
組
も
カ
イ
ゼ
ン
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
人
材
供
給
と
活
用
に
積
極
的
に

役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
だ
と
主
張
。
地

域
で
は
、
産
業
、
教
育
機
関
、
行
政
、
金
融

機
関
、
労
働
組
合
の
連
携
を
構
築
す
べ
き
だ

と
述
べ
、
中
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
、
現
場
力
ス
キ
ル
、
ユ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
構
成
す
る
「
現
場
力

推
進
資
格
制
度
」
の
実
施
を
提
案
し
た
。

工
業
高
校
教
育
の
強
化
も
要
望

　
「
二
〇
一
五
年
政
策
・
制
度
課
題
重
点
取

り
組
み
項
目
」
の
な
か
で
、金
属
労
協
は
「
工

業
高
校
教
育
の
強
化
」
な
ど
も
要
望
し
て
い

る
。

　

工
業
高
校
教
育
に
つ
い
て
、「
安
易
な
統
廃

合
を
行
わ
ず
、
男
女
と
も
に
学
び
や
す
い
環

境
整
備
、
も
の
づ
く
り
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
の
融
合
、

設
備
機
械
や
実
習
材
料
に
関
す
る
支
援
の
強

化
、
実
習
助
手
の
待
遇
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、

そ
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
」
を
要
求
。

と
く
に
、
公
立
工
業
高
校
の
保
有
す
る
実
習

用
の
設
備
機
械
に
つ
い
て
、
更
新
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
に
お
け

る
設
備
更
新
の
た
め
の
予
算
を
網
羅
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
国
の
支
援
策
を
確
立
す
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
業
高
校
で
実
質
的
に
も
の
づ
く

り
教
育
を
担
っ
て
い
る
「
実
習
助
手
」
に
つ

い
て
、「
先
生
と
実
質
的
に
変
わ
ら
な
い
」（
金

属
労
協
）
と
し
て
、
職
務
に
見
合
っ
た
名
称

に
変
更
す
る
こ
と
や
、
教
員
免
許
を
持
っ
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
「
教
育
職
二
級
」
の
給

与
表
を
適
用
し
て
処
遇
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

熟
練
技
能
者
派
遣
事
業
の�

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
総
括
／
Ｊ
Ａ
Ｍ

　

産
別
労
組
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
二
〇
一
一
年

度
か
ら
二
〇
一
四
年
度
末
ま
で
の
四
年
間
、

金
属
加
工
な
ど
機
械
金
属
産
業
に
か
か
わ
る

熟
練
技
能
を
も
ち
、
加
え
て
指
導
力
も
有
す

る
高
度
な
熟
練
技
能
者
を
工
業
高
校
や
中
小

企
業
等
に
派
遣
し
、
実
技
指
導
を
行
う
こ
と

で
熟
練
技
能
の
継
承
を
図
る
「
熟
練
技
能
継

承
事
業
」
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
、

厚
生
労
働
省
が
二
〇
一
三
年
度
か
ら
開
始
し

た
「
若
年
技
能
者
人
材
育
成
支
援
等
事
業
」

が
同
事
業
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
す
る
見
通
し
が

立
っ
た
な
ど
と
し
て
、
事
業
の
完
了
を
決
定
。

五
月
に
開
催
し
た
中
央
委
員
会
で
、
事
業
総

括
に
つ
い
て
中
間
報
告
し
た
。

企
画
競
争
に
参
加
し
て
事
業
を
受
託

　

高
度
な
熟
練
技
能
者
を
工
業
高
校
や
中
小

企
業
に
派
遣
し
、
実
技
指
導
し
て
も
ら
う
事

業
は
も
と
も
と
、
厚
生
労
働
省
が
「
熟
練
技

能
人
材
登
録
・
活
用
事
業
」
と
し
て
一
九
九

八
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た
。
同
事
業
は
二
〇

〇
九
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
一
年

度
か
ら
、
業
界
な
ど
が
自
ら
取
り
組
む
こ
と

を
前
提
に
す
る
形
で
復
活
。
事
業
を
委
託
さ

れ
る
業
界
は
企
画
競
争
で
決
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
応
募
し
、

四
つ
あ
る
委
託
先
の
一
つ
に
認
定
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
関
東
、
東
海
、
近
畿
の
各

地
域
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
そ

の
周
辺
地
域
を
中
心
と
し
て
、
生
徒
や
従
業

員
の
技
能
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
工
業
高

校
・
中
小
企
業
に
熟
練
技
能
者
を
派
遣
し
、

実
技
指
導
を
行
っ
た
。
本
部
に
は
、
書
記
長

の
直
轄
組
織
と
し
て
「
熟
練
技
能
継
承
推
進

室
」
を
置
い
て
事
業
を
運
営
し
た
。

　

派
遣
先
の
学
校
の
開
拓
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
埼
玉
県
、
岐
阜
県
、
大
阪
府
の

工
業
系
の
高
等
学
校
を
訪
問
し
て
、
同
事
業

を
活
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
。

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
三
地
域
の
Ｊ
Ａ
Ｍ

の
支
部
が
協
力
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
加
盟
組
合
企
業

を
中
心
に
訪
問
し
、
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
派
遣
す
る
熟
練
技
能
者
に
つ
い
て

は
、
〇
九
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
熟
練

技
能
人
材
登
録
・
活
用
事
業
」
で
指
導
し
て

い
た
技
能
者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
協
力
を

仰
い
だ
。

四
年
間
で
三
四
校
に
技
能
指
導

　

中
間
報
告
か
ら
、
四
年
間
の
事
業
実
績
を

み
て
い
く
と
、
指
導
実
施
先
の
高
等
学
校
は
、

埼
玉
県
で
一
二
校
、
岐
阜
県
で
一
〇
校
、
大

阪
府
で
一
二
校
の
計
三
四
校
に
の
ぼ
っ
た
。

中
小
企
業
は
、
埼
玉
県
で
五
社
、
大
阪
府
で

二
社
、
東
京
都
・
群
馬
県
・
兵
庫
県
で
そ
れ

ぞ
れ
一
社
の
計
一
〇
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
の
三
社
に
つ
い
て
は
、
組
合
が
Ｊ

Ａ
Ｍ
に
加
盟
す
る
ボ
ッ
シ
ュ
の
施
設
で
行
い
、

同
社
の
指
導
者
が
技
能
指
導
し
た
と
い
う
。

　

指
導
を
行
っ
た
熟
練
指
導
者
の
数
は
、
埼

玉
県
で
二
二
人
、
岐
阜
県
で
一
三
人
、
大
阪

府
で
一
一
人
、
東
京
都
・
群
馬
県
・
兵
庫
県

で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
、計
四
八
人
だ
っ
た（
一

人
は
埼
玉
と
東
京
の
両
方
で
指
導
）。

　

指
導
実
績
を
み
る
と
、
高
等
学
校
で
の
延

べ
指
導
日
は
一
七
三
七
人
日
で
、
受
講
者
数

は
延
べ
一
万
七
七
三
一
人
に
の
ぼ
っ
た
。
中

小
企
業
で
の
指
導
日
は
二
六
八
人
日
で
、
受

講
者
数
は
延
べ
四
六
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
員
に
対
す
る
研
修
も
行
っ
て
お
り
、
総

指
導
日
数
は
二
〇
人
日
で
、
教
員
の
受
講
者

数
は
延
べ
一
二
六
人
に
達
し
た
。
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技
能
検
定
の
合
格
率
が
上
昇

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
事
業
の
効
果
を
定
量
的
に

把
握
す
る
た
め
、
指
導
を
受
け
た
生
徒
等
の

技
能
検
定
試
験
（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

が
実
施
）
の
受
検
結
果
と
、
指
導
者
や
受
講

者
な
ど
関
係
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満

足
度
調
査
を
実
施
し
た
。

　

ま
ず
、
三
府
県
あ
わ
せ
た
技
能
試
験
結
果

を
み
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
事
業
を
展
開
し
始
め

た
二
〇
一
一
年
度
以
降
に
受
検
者
数
が
大
幅

に
増
え
た
。
合
格
率
は
八
五
％
近
く
に
達
し

た
。

　

三
府
県
ご
と
に
、
技
能
検
定
（
前
期
）
状

況
を
み
て
い
く
と
、
埼
玉
県
で
は
、
受
検
者

数
が
二
〇
一
一
年
度
ま
で
は
八
〇
～
九
〇
人

程
度
だ
っ
た
の
が
、
一
二
年
度
以
降
は
一
三

〇
～
一
四
〇
人
程
度
に
急
増
。
一
二
年
度
と

一
四
年
度
の
実
技
試
験
合
格
率
が
九
〇
％
を

超
え
た
。

　

大
阪
府
で
も
、
受
検
者
数
が
段
々
と
伸
び

て
き
て
お
り
、
〇
九
年
度
は
四
二
人
だ
っ
た

が
、
一
四
年
度
は
一
二
五
人
に
達
し
て
い
る
。

合
格
率
も
年
々
高
ま
り
、
一
三
年
度
と
一
四

年
度
と
も
に
八
〇
％
台
を
維
持
し
て
い
る
。

　

な
お
、中
小
企
業
で
は
、学
科
試
験
の
不
合

格
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
業
務
が
多
忙
の
た

め
か
、技
能
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

の
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
と
し
て
い

る
。受

講
生
の
ほ
ぼ
九
割
が
満
足

　

次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
技
能
指

導
の
満
足
度
を
み
る
と
、
受
講
生
（
ｎ
＝
三

八
八
）
で
は
、「
お
お
い
に
満
足
し
た
」
と
「
満

足
し
た
」
の
合
計
割
合
が
八
九
％
に
達
し
た
。

学
校
・
企
業
（
ｎ
＝
四
二
）
に
「
熟
練
技
能

者
の
指
導
は
ど
う
だ
っ
た
か
」
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
同
割
合
は
九
六
％
に
の
ぼ
っ
た
。

　

技
能
指
導
し
た
熟
練
技
能
者
の
満
足
度
の

同
割
合
は
八
八
％
と
高
い
水
準
で
は
あ
っ
た

が
、時
間
的
な
制
約
や
、学
校
の
教
員
の
対
応

な
ど
へ
の
不
満
の
声
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

高
等
学
校
で
は
、
指
導
を
受
け
た
生
徒
の

就
職
活
動
に
よ
い
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
に
、

高
等
学
校
で
技
能
指
導
を
受
け
た
受
講
者
と

担
当
教
諭
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
技
能
指
導
を
受
け
て
技
能

検
定
に
合
格
し
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
就

職
活
動
で
の
採
用
面
接
で
し
っ
か
り
受
け
答

え
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
自
分
は
進
学
し
て

大
学
に
行
く
が
、
将
来
は
製
造
業
を
め
ざ
し

た
い
」「
将
来
は
技
能
し
て
く
だ
さ
っ
た
熟
練

技
能
者
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
と
し
、
中
間
報
告
は
、「
高
校
生
が

就
職
に
あ
た
っ
て
明
確
な
目
標
や
目
的
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、『
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解

消
』『
非
常
に
低
い
離
職
率
』
に
絶
大
な
効
果

を
あ
げ
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
　
荒
川
創
太
）

JAMは高度熟練技能者を高校や中小企業に派遣して
技能の継承を図ってきた。（JAM提供）
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